
麟
究
の
柔

日

本
古
建
築
研
究
の
栞
・

（
第
二
十
三
回
〉

工
學
博
士

天

沼

俊

一

　
算
三
十
　
扉
　
　
（
下
の
二
）

　
前
號
の
終
り
に
近
く
「
圖
版
丈
け
に
江
戸
重
代
ま
で
殆
ん
ご
全
部
入

れ
る
こ
定
に
し
れ
」
ε
か
い
れ
が
、
其
後
熊
々
材
料
電
り
に
長
略
ま
で

撮
か
け
、
相
當
の
み
や
げ
た
持
っ
て
き
六
に
つ
い
て
に
、
ご
う
し
て
も

夫
れ
等
た
の
せ
て
一
通
り
解
党
た
し
糞
方
が
、
術
一
二
徹
底
す
る
ε
思

つ
カ
か
ら
、
必
要
な
丈
け
の
ぜ
る
事
に
し
象
O
定
こ
ろ
が
其
後
観
明
が

又
復
長
く
な
り
、
前
號
に
約
束
し
究
通
り
今
回
丈
け
で
お
さ
ま
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
つ
六
Q
そ
こ
で
止
む
為
得
す
も
う
】
回
の
ば
し
、
十
月
た

以
て
終
了
亡
す
る
。
術
ぼ
扉
に
就
て
訂
正
考
証
も
亦
次
ま
で
延
期
し
て

お
く
。

（
桟
唐
戸
の
つ
い
き
）

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

江
戸
時
代

第
十
ご
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

に
な
っ
て
は
、
贅
澤
極
る
非
常
に
手
の
込
ん
だ
の
が
で
き

て
き
た
。
勿
論
一
般
に
は
さ
う
で
な
く
、
中
に
は
氣
の
毒

な
位
の
も
あ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
泡
費
用
に
制
限
な
し
で

造
っ
た
こ
思
は
る
、
日
光
廟
の
夫
れ
の
如
き
は
、
ざ
う
も

實
に
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
東
照
宮
の
は
、
さ
す

が
に
家
康
の
湧
け
あ
っ
て
、
比
べ
も
の
が
な
い
位
。
舞
殿

の
を
み
て
も
其
贅
澤
さ
加
減
驚
く
射
り
で
あ
る
か
ら
、
話

に
丈
け
き
い
て
み
る
内
々
陣
の
厨
子
等
の
は
ご
ん
な
で
あ

ら
う
か
、
穫
唐
戸
に
し
て
も
板
唐
β
に
し
て
も
、
途
方
も

な
い
’
も
の
ご
思
は
れ
る
。

第
三
號
　
　
＝
一
三
　
　
（
四
士
一
）



　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
霞
本
古
建
築
観
究
の
栞

　
第
一
に
だ
す
の
は
H
光
東
照
宮
紳
庫
の
で
、
こ
れ
は
第

一
四
四
圖
◎
の
如
ぐ
極
く
あ
つ
さ
b
し
た
も
の
、
た
や
上

の
方
に
大
も
て
う
ま
く
な
い
単
管
間
が
入
っ
て
み
る
赴
け

の
こ
ご
で
あ
る
。
か
や
う
な
例
は
こ
、
に
も
大
猷
院
に
も

い
く
ら
も
あ
る
し
、
別
に
圖
を
だ
す
必
要
も
な
い
か
も
知

れ
澱
が
、
た
い
こ
の
檬
な
式
の
も
あ
る
ご
い
ふ
例
に
あ
げ

た
ま
で
で
あ
る
。
枢
と
梗
ご
の
交
叉
↑
黙
に
は
辻
金
物
を
、

上
枢
及
び
上
横
桟
に
は
、
　
一
文
字
型
の
飾
金
具
を
打
っ
て

あ
る
か
ら
、
扉
面
は
中
々
賑
か
で
あ
る
。
さ
う
し
で
格
狡

間
内
の
盲
連
子
は
緑
青
を
、
其
他
の
部
分
は
黒
漆
を
塗
り

金
具
は
鍍
金
が
し
て
あ
る
の
で
、
見
た
ご
こ
ろ
は
甚
だ
豊

麗
で
あ
る
。
聖
代
の
面
は
凡
帳
面
の
標
な
の
が
多
い
が
、

（第

､
◎
）
こ
れ
は
⑤
の
詳
細
圖
の
午
大
分
に
圓
味
が
つ

け
て
あ
る
か
ら
、
角
張
っ
て
み
な
い
で
除
堤
工
合
が
よ
ろ

し
い
。

　
第
二
に
は
同
じ
く
日
光
大
献
院
唐
門
の
扉
に
つ
い
て
記

載
す
・
（
第
百
四
十
四
圖
⑭
・
＠
及
第
百
四
十
九
雪
平
照
）
。
響
誓
は
舞
の
繰
形
を

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
】
二
四
　
　
（
四
七
二
）

有
す
る
こ
ご
、
第
一
四
四
圖
＠
の
如
く
、
扉
面
の
下
か
ら

2
言
位
の
こ
こ
ろ
を
、
中
竪
梗
を
以
て
四
つ
の
正
方
形
に

受
忍
し
、
各
正
方
形
内
に
一
種
の
繰
形
を
有
す
る
細
い
木

を
井
桁
に
組
ん
で
入
れ
、
桟
ご
枢
及
び
こ
の
井
桁
の
交
叉

瓢
に
は
、
複
雑
な
る
飾
金
具
又
は
飾
鋲
を
打
っ
て
る
る
か

ら
、
こ
れ
丈
け
で
も
中
々
賑
か
だ
の
に
、
入
子
板
の
面
に

は
一
面
に
幾
何
模
様
を
刻
み
だ
し
、
其
上
を
牡
丹
唐
草
其

他
を
以
て
充
填
し
て
あ
う
、
板
の
面
は
漆
箔
、
彫
刻
は
赤
．

群
青
・
緑
青
等
を
以
て
彩
色
が
し
て
あ
り
、
権
ご
桟
ご
は

黒
漆
塗
、
飾
金
具
は
無
論
欝
金
だ
か
ら
、
甚
だ
美
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
や
が
き

殊
に
入
子
板
の
面
に
は
、
紗
綾
形
が
刻
ん
で
あ
る
の
で
、

光
線
を
反
射
し
て
一
落
美
事
で
あ
る
。
男
面
の
彫
刻
は
正

面
の
分
左
の
認
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧

格
狡
問

内
観
漫

評麟
牡
丹
・
牡
丹
唐
草

及
其
圖
案
化
模
様

牡
丹
・
牡
丹
唐
草

及
其
圖
案
化
野
標

同
上

同
上

唐牡
草丹

唐牡
草丹



　
上
か
ら
二
番
目
の
岩
間
の
墨
形
格
狡
間
内
に
極
彩
色
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
肉
彫
鳳
鳳
を
入
れ
穴
こ
こ
ろ
、
電
源
は
手
近
い
だ
こ
ろ

で
は
同
携
で
あ
る
f
浴
す
れ
ば
こ
れ
茎
く
同
じ
意

匠
で
、
た
や
去
れ
を
少
し
込
み
入
ら
せ
た
丈
け
の
事
で
あ

る
。
洋
上
◎
ご
＠
ご
を
比
べ
て
み
る
ご
、
細
か
い
こ
こ
ろ

が
略
し
て
あ
る
か
ら
、
大
弐
が
似
て
み
る
の
で
誰
人
も
氣

が
つ
く
で
あ
ら
う
が
、
業
物
は
取
扱
の
精
粗
ε
色
彩
の
配

合
等
に
破
惑
さ
れ
て
了
ひ
、
爾
方
が
同
じ
意
匠
か
ら
成
っ

て
み
る
の
で
、
さ
う
驚
く
に
當
ら
訟
ご
い
ふ
批
到
を
下
し

得
る
人
は
澤
山
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
同
夜
叉
門
の
扉
も
墨
壷
標
で
あ
る
が
、
こ
の
方
は
上
の

不
問
に
唐
門
よ
り
一
履
締
b
の
な
い
格
点
聞
内
に
、
割
合

に
荒
い
目
に
縦
構
の
桟
を
組
ん
で
花
塩
間
こ
し
、
其
他
の

聞
に
は
全
部
牡
丹
唐
草
が
入
れ
て
あ
る
（
第
蟹
五
十
圃
）
。
こ
れ
は

全
部
が
黒
漆
塗
で
、
唐
門
の
儲
れ
よ
り
寓
生
的
で
あ
る
の

は
、
こ
の
魚
骨
さ
へ
比
較
し
て
み
れ
は
、
別
段
解
説
を
か

か
な
い
で
も
い
、
ざ
思
ふ
。

第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
此
の
牡
丹
は
中
央
に
花
が
険
き
、
其
下
の
中
央
か
ら
唐

草
師
ち
葉
が
左
右
に
出
て
上
に
言
う
、
花
の
爾
肩
で
二
つ

に
分
れ
、
　
一
つ
は
中
心
の
上
に
集
っ
て
み
る
か
ら
、
塗
腔

は
心
臓
芳
信
ち
「
猪
の
目
」
を
遊
に
し
た
嵯
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
左
右
の
隅
に
向
ひ
、
其
認
る
ご
こ
ろ
に
爾
方
に
葉

を
副
へ
た
蕾
が
一
つ
づ
、
つ
い
て
み
る
。
こ
の
中
央
の
花

ご
左
右
隅
隅
の
蕾
ご
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
匠
は

既
に
鎌
倉
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大
正
九
年
置
月
一
日
劇
行
、
本
誌
第
五
憲
第
三
號
に
於

い
て
、
私
は
墓
股
の
こ
ご
を
論
じ
た
が
、
其
う
ち
に
墓
股
が

鎌
倉
時
代
に
長
足
の
進
歩
を
し
た
事
を
か
き
（
第
一
〇
五
頁
）
、
尾

輪
市
浮
土
寺
多
寳
塔
の
牡
丹
に
揚
白
蝶
を
あ
し
ら
っ
た
彫

刻
を
入
れ
だ
の
を
例
に
あ
げ
（
期
ト
段
〇
六
）
、
爾
ほ
第
二
三
圖

の
蕃
上
に
圖
を
掲
げ
て
お
い
た
が
（
鯉
論
麗
轍
魏

瀬
饗
単
手
が
難
蓬
欝
歳
霜
髄
響
戦
馬
）
、
あ
の

爾
肩
か
ら
出
た
骨
線
の
途
中
か
ら
蕾
が
で
、
、
其
蕾
に
あ

げ
は
蝶
塞
誰
の
）
が
；
づ
主
つ
美
き
麺
を
動
か

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
＝
一
五
　
・
（
四
七
三
）



　
　
　
策
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
癖
本
古
建
築
研
究
の
璽

し
つ
、
あ
る
こ
こ
ろ
が
刻
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ご
同
じ
意
匠

で
、
心
持
ち
簡
輩
な
の
は
、
尾
道
市
ま
で
行
か
す
ご
も
、

京
都
府
相
樂
曲
学
茂
村
大
字
兎
並
（
G
奏
ヨ
幽
）
、
村
就
御
盛

紳
架
殿
話
芸
に
あ
る
（
訟
遜
蟄
鱗
錨
謡
講

精細

豪
刹
r
礪
螂
柄
脇
鱒
耀
那
）
。
こ
の
葉
書
は
大
凡
南
北
朝
頃
で

あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
O

　
墓
股
内
部
の
彫
刻
に
於
い
て
、
芝
煮
が
届
書
か
ら
中
央

に
向
っ
て
途
に
交
毒
し
、
そ
こ
に
花
が
賜
い
だ
の
か
ら
間

も
な
く
さ
う
で
な
く
な
わ
、
今
度
は
中
央
の
花
か
ら
左
右

に
向
ふ
襟
に
な
っ
て
き
た
（
近
江
汕
獄
紳
胱
楼
門
の
な
｝
鋼
ミ
し
て
ひ
く
Q
第
二
十
三
圃
⑳
）
。
室

町
か
ら
桃
山
に
な
る
ご
、
例
へ
ば
山
黛
都
㎜
市
幽
皿
國
融
塀
証
唐
聞
門

其
他
の
如
く
、
爾
肩
か
ら
中
央
に
向
は
す
に
、
中
央
の
花

か
ら
唐
草
が
左
右
に
で
、
、
う
ま
く
輪
廓
内
に
お
さ
ま
る

襟
に
な
っ
た
（
第
五
谷
第
三
號
第
一
〇
九
頁
第
二
十
四
圓
＠
。
⑥
）
。
尤
も
室
町
以
降
雰

は
、
轄
は
牡
丹
で
は
な
い
が
、
何
で
あ
っ
て
も
意
昧
は
同

じ
で
あ
る
。
牡
丹
ご
萱
の
例
は
第
一
四
三
圖
の
六
波
羅
密

．
寺
厨
子
の
扉
を
見
れ
ば
い
、
、
こ
れ
な
ら
立
派
な
例
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
六
　
　
　
（
四
七
四
）

る
こ
ご
が
で
き
る
Q

　
以
上
少
し
長
か
っ
た
が
、
あ
れ
情
け
を
心
得
て
お
き
、

曾
て
こ
の
圖
を
み
る
ご
、
全
く
同
じ
系
統
同
じ
意
匠
で
あ

る
こ
ご
が
認
る
。
墓
股
の
襟
な
一
種
の
輸
廓
…
内
に
あ
っ
た

牡
丹
の
花
ご
奮
ご
は
、
厨
チ
の
扉
に
な
っ
て
細
長
い
長
方
・

形
の
内
に
ゆ
っ
く
り
ご
納
う
、
中
央
に
寓
生
的
の
花
i

其
意
は
左
右
相
図
で
な
い
か
ら
一
ご
左
右
上
に
蕾
ご
を

入
れ
た
が
、
夫
れ
と
全
く
同
じ
で
、
今
度
は
中
央
を
上
下

に
蓮
る
線
に
封
し
て
、
花
も
葉
も
膏
も
幹
も
凡
て
相
欝
に
，

な
っ
た
の
で
あ
る
O

　
大
献
院
廟
の
で
き
た
の
が
承
慮
二
年
で
、
東
照
宮
の
方

が
寛
永
十
三
年
だ
か
ら
、
時
、
代
は
さ
か
さ
ま
に
な
る
が
、

坂
下
門
扉
の
牡
丹
（
第
百
五
十
一
圃
）
の
中
央
の
花
、
葉
の
唐
草
、
及

び
左
右
上
隅
の
蕾
は
、
正
に
六
波
羅
の
直
系
で
あ
る
G
た

だ
彼
の
簡
が
幾
分
此
に
於
い
て
複
雑
に
な
っ
た
に
止
る
の

で
あ
る
Q
理
窟
か
ら
も
さ
う
だ
が
、
事
實
か
ら
も
麟
光
の

建
築
が
黒
山
式
で
あ
る
の
を
否
む
こ
ご
は
で
き
ま
い
。
前



置
き
に
比
べ
て
本
論
が
短
か
く
、
、
あ
っ
け
な
い
標
で
あ
る

、
が
、
次
の
第
百
五
十
一
．
一
圖
に
掲
げ
た

．
東
照
宮
眉
の
間
の
扉
ま
た
牡
丹
入
で
あ
る
、
牡
丹
つ
や

魯
に
こ
れ
を
研
究
し
て
み
る
。
葬
殿
も
本
殿
も
此
の
種
の

は
同
じ
模
で
あ
る
が
、
前
者
の
は
爾
折
爾
開
で
あ
る
Q
た

だ
猛
れ
丈
け
の
事
で
他
に
至
り
は
な
い
。

　
此
れ
は
特
別
乱
声
澤
扉
で
、
、
権
ご
桟
ご
は
黒
漆
塗
に
一

面
の
金
蒔
糟
、
飾
金
具
は
辻
友
け
で
は
承
知
が
で
き
す
、

圃
の
如
く
澤
山
に
詰
め
て
打
ち
つ
け
、
鋲
に
も
一
々
丁
嘩

な
座
を
つ
け
、
其
上
に
中
心
に
は
別
に
大
き
な
六
葉
座
を

つ
け
た
が
｝
其
辻
に
蹴
る
こ
こ
ろ
は
特
に
二
重
の
六
葉
こ

も
、
下
の
方
の
六
葉
に
は
各
葉
に
一
つ
づ
、
の
七
寳
を
入

れ
淀
の
で
あ
る
Q

一
同
じ
く
花
狭
間
を
入
れ
る
に
し
て
も
、
あ
り
き
た
り
の

で
は
つ
ま
ら
諏
こ
こ
ろ
か
ら
、
大
黒
”
間
内
に
更
に
四
隅
に

少
し
く
手
加
減
を
し
た
輪
廓
を
つ
く
り
、
其
内
に
縦
横
に

一
つ
歩
き
に
吹
寄
じ
し
た
穫
を
入
れ
て
あ
る
。
こ
の
花
狭

　
　
　
第
十
一
、
一
心
　
　
研
究
の
栞
　
　
甘
本
古
建
築
研
究
の
栞

間
の
輪
廓
ご
、
竪
枢
及
横
路
か
ら
成
る
眠
い
間
の
夫
れ
ご

形
が
少
し
く
違
ふ
の
は
、
内
部
の
格
子
の
配
置
か
ら
來
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
他
の
部
分
は
全
部
牡
丹
で
墳
め
て
あ
る
。
大
き
い
間
四

つ
の
中
で
、
、
右
上
ご
下
の
二
つ
ご
は
四
隅
に
蕾
が
あ
る
。

前
例
ご
比
べ
る
ご
、
上
二
つ
で
は
物
足
り
な
い
し
、
丁
度

土
下
に
細
、
長
い
間
だ
か
ら
、
よ
り
ょ
く
見
せ
る
た
め
に
か

う
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
然
る
に
左
上
の
丈
け
は
、
爾
方

の
上
に
蕾
が
あ
る
点
け
で
、
下
の
方
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た
や
唐
草
が
憲
い

て
る
る
丈
け
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
多
分
二
三
人
の
彫
刻
家

が
こ
れ
を
刻
ん
だ
の
で
、
甲
の
つ
く
っ
た
三
つ
ご
、
乙
の

分
｝
つ
ご
を
こ
、
に
冷
め
込
ん
だ
の
か
、
或
は
同
じ
一
人

が
い
ろ
一
勝
手
に
つ
く
つ
だ
か
で
あ
ら
う
ゆ
こ
の
四
つ

の
部
分
の
は
、
一
つ
ざ
し
て
同
じ
の
は
な
い
か
蛭
．
ご
う

ご
も
　
考
へ
ら
れ
る
。
，
記
鎌
を
調
べ
た
ら
劉
朗
一
ず
み
か
も
知
「

れ
ぬ
が
、
今
そ
の
ひ
ま
が
な
い
か
ら
他
日
に
譲
る
。
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建
築
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號
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十
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巻
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栞
　
　
日
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古
建
築
研
舞
の
栞
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三
號
　
　
＝
二
五
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四
入
三
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第
f
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

く
、
蕾
は
下
土
画
け
の
様
で
あ
り
、
牡
丹
は
何
れ
も
少
し

づ
、
聾
漏
る
。
尤
も
ユ
れ
は
、
、
一
全
部
同
じ
に
臨
刻
め
ご
嚴
命
さ

れ
そ
も
、
機
械
で
つ
く
ら
澱
以
上
出
來
な
い
相
談
で
、
異

ふ
の
が
団
扇
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
小
間
に
は
長
い
の
こ
当
分
の
こ
漢
方
あ
る
が
、
何
れ
も
、

上
中
の
中
心
に
花
が
あ
り
、
左
右
に
葉
が
で
＼
み
る
。
こ

れ
は
前
代
及
誌
代
の
類
例
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
こ
、
に

説
明
の
必
要
は
な
か
ら
う
。

　
私
は
拝
殿
や
本
殿
の
扉
を
全
部
調
べ
た
の
で
ぽ
な
い
か

ら
、
よ
く
一
つ
一
つ
槍
楽
し
た
ら
、
或
は
殆
ん
ご
同
じ
ご

思
は
る
、
の
が
で
て
く
る
か
も
知
れ
ぬ
、
併
し
な
が
ら
、

今
私
の
知
っ
て
み
る
程
度
で
は
、
以
上
記
し
た
如
く
で
あ

る
。
こ
の
調
べ
は
今
年
の
夏
ま
で
延
期
し
て
お
く
G

　
次
は
同
唐
門
の
扉
に
移
る
。
第
百
五
十
三
圖
は
全
形
で
、

第
百
五
十
四
圖
は
其
一
部
で
あ
る
が
、
主
要
な
部
分
は
面

容
、
み
る
。
前
例
の
如
く
全
部
蒔
糟
を
し
た
り
、
七
重
汰
ゼ

の
飾
金
具
を
打
つ
た
り
し
て
は
な
い
が
、
大
問
の
植
物
は

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　

一
一
二
山
ハ
　
　
　
（
四
入
四
）

木
の
象
眼
で
、
こ
れ
も
ま
た
可
な
り
手
の
か
、
つ
た
も
の

で
あ
る
。
扉
面
の
装
飾
左
の
通
り
（
但
し
向
て
左
の
扉
正
面
）

草唐

卍菱繋透彫

牡丹唐草
格
狡
間
内

こ
　
　
　
毎
・

一
　
　
　
　
　
　
圭
丁

牡
丹
唐
草

格
狡
間
内

こ
　
　
　
毎

を
　
　
　
　
　
　
零

．
旺
丹

唐
草

花韮
　丹

牡
丹

唐
草

岩
に
三

瀬
」
種

牡
丹
唐
草

岩
に
牡
丹

他
一
種

牡丹唐草

　
花
狡
間
の
位
置
は
、
こ
の
際
「
卍
菱
」
を
繋
い
だ
透
彫
に

し
て
あ
る
、
こ
れ
は
花
欄
間
こ
も
い
ふ
べ
ぎ
も
の
で
、
其

輪
廓
も
亦
丁
曝
な
幾
何
模
標
を
ほ
っ
て
あ
る
。
こ
、
か
ら

以
下
は
、
横
桟
も
中
竪
桟
も
吹
寄
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、

四
つ
の
正
方
形
の
大
間
ご
、
長
短
長
方
形
の
間
六
つ
ご
、

中
央
に
小
さ
い
正
方
形
が
一
つ
で
き
て
み
る
（
圖
塗
照
）
。
大
正

方
形
の
中
は
幾
何
玉
楼
を
刻
ん
だ
入
子
板
に
、
唐
木
を
以

て
植
物
L
菊
・
牡
丹
・
梅
等
1
を
象
眼
に
し
て
あ
る

が
、
こ
れ
等
の
植
物
は
何
れ
も
圖
案
的
で
な
し
て
、
糟
蚕



的
で
あ
る
。
格
狭
間
の
形
が
物
足
り
澱
黙
を
除
く
ご
｝
象

眼
植
物
は
よ
く
で
き
て
み
る
。

　
其
他
の
長
方
形
の
小
間
の
う
ち
、
上
下
の
長
い
二
つ
に
、

は
、
中
央
に
大
花
、
左
右
忍
野
な
ご
こ
ろ
に
小
花
を
つ
け

た
牡
丹
唐
草
、
上
下
左
右
の
短
い
長
方
形
の
間
に
は
、
中

央
に
花
の
一
つ
あ
る
種
類
が
入
れ
て
あ
る
が
、
上
下
ご
左

右
ご
意
匠
が
墾
へ
て
あ
る
。
中
心
の
小
正
方
形
の
間
は
、

唐
草
を
入
れ
る
に
は
除
b
小
さ
く
籐
地
が
な
い
の
で
、
花

野
け
に
し
て
あ
る
。

　
此
の
方
法
は
洵
に
う
ま
い
考
へ
の
や
う
で
あ
る
が
、
實

は
前
代
に
あ
っ
た
方
法
を
踏
襲
し
た
に
止
る
の
で
、
私
共

が
本
涙
本
願
寺
四
脚
門
の
扉
に
於
い
て
、
今
で
も
見
る
こ

ご
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
縦
牒
検
の
梗
が
吹
寄

だ
か
ら
、
同
じ
標
な
形
の
間
が
で
き
て
み
て
、
そ
こ
に
は

も
つ
ご
込
み
入
っ
た
牡
丹
唐
草
が
入
っ
て
み
る
が
、
考
へ
・

は
こ
れ
高
じ
で
あ
る
（
嚇
）
。
東
照
宮
の
・
方
が
こ
れ
よ
り

後
れ
る
か
ら
、
前
者
が
後
者
の
意
匠
を
ご
つ
た
こ
す
る
の

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
舞
の
栞
、
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

は
幡
田
然
な
考
へ
L
万
で
あ
る
。

　
枢
・
板
・
入
子
三
共
全
部
胡
粉
を
塗
り
、
面
は
総
て
兀
隈

面
で
、
墨
入
又
は
打
付
た
る
彫
測
は
素
地
の
ま
、
で
あ
る
○

圖
に
於
い
て
色
が
違
っ
て
見
ゆ
る
の
は
、
彩
色
の
粕
異
で

な
く
、
材
質
の
差
で
郎
ち
早
追
の
色
の
差
に
基
い
て
み
る

の
で
あ
る
。
飾
金
具
は
金
銅
な
る
も
、
「
前
例
程
の
も
の
で

は
な
い
○
扉
↓
全
膿
自
ご
金
こ
か
ら
成
っ
て
み
る
戚
が
あ
る
。

さ
つ
ば
り
し
て
み
て
割
合
に
よ
ろ
し
い
。

　
愈
よ
絡
り
に
再
び
大
猷
院
へ
戻
っ
て
、
あ
ひ
の
間
の
一
扉

の
蔀
を
圖
示
し
て
お
一
（
第
百
五
十
五
岡
）
。
こ
れ
は
爾
折
の
手
先

の
内
側
、
・
本
殿
に
向
っ
て
右
即
ち
東
側
の
で
あ
る
。
兀
帳

面
取
の
枢
ご
淺
こ
の
間
に
、
次
の
機
な
薄
肉
、
彫
刻
が
入
子

牡丹

瀧

牡丹

獅
子

一獅

牡丹

板
に
つ
け
て
あ
る
。
本
殿
の
も
同
じ
意
匠
か
ら
で
き
て
み

る
。
圖
は
獅
子
二
疋
ご
牡
丹
唐
草
】
つ
ご
，
王
の
擁
が
約

　
　
　
　
　
　
　
錐
三
號
　
　
　
一
三
七
　
　
（
四
八
五
〉



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

1
一
5
位
見
♪
え
て
み
る
。
こ
、
れ
剥
け
で
は
鋼
る
ま
い
が
、
獅
一

子
も
寵
も
全
部
姿
勢
が
違
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
先
刻
の
牡

丹
唐
草
ご
は
異
動
、
一
態
々
か
へ
や
う
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
葉
の
先
の
窓
き
工
合
や
花
辮
の
形
の
様
に
、

ほ
り
が
け
に
刀
の
先
立
で
は
取
扱
が
で
き
ぬ
。
こ
れ
は
夫

れ
だ
か
ら
さ
う
容
易
に
は
い
か
な
い
。
・

　
併
し
な
が
ら
、
早
め
入
子
板
に
一
つ
山
っ
異
な
っ
た
姿

郵
の
獅
子
を
入
れ
・
・
巌
、
例
の
簾
寺
の
門
扉
（
難

霞
鰹
蒙
剛
下
）
に
於
い
て
見
出
す
の
で
あ
・
。
け
慧

も
入
子
板
四
隅
に
「
散
入
双
」
の
…
棲
な
彫
刻
「
を
つ
け
た
り
、

板
の
藤
に
幾
何
模
機
を
だ
し
た
り
し
た
の
は
、
未
だ
前
代

に
は
見
出
さ
な
か
つ
淀
の
で
あ
る
っ

一
京
都
市
五
條
蓮
の
東
端
、
本
涙
本
願
寺
重
圏
郎
ち
「
般

に
は
「
西
大
谷
」
こ
し
で
知
ら
右
、
廣
大
な
地
域
を
占
め
た

建
物
の
正
門
に
吊
込
ん
で
あ
る
爾
開
桟
唐
戸
は
う
上
方
の

　
　
　
オ
サ
ラ
ン
　
マ

旧
聞
に
「
簸
禰
問
」
（
瞭
）
を
入
れ
、
其
爾
面
構
沃
記
臆
蔭

を
二
つ
並
べ
て
つ
け
て
あ
る
G
，
此
の
門
ば
い
つ
で
き
た
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
入
　
　
（
四
八
六
）

か
調
べ
澱
か
ら
知
ら
ぬ
が
、
大
分
に
新
し
い
か
ら
明
治
か

も
知
れ
訟
。
こ
れ
は
第
唄
三
六
圖
⑧
に
示
し
た
三
寳
院
唐

門
扉
の
連
子
が
一
つ
下
っ
て
下
の
問
に
き
た
上
、
ほ
そ
く

細
か
く
駆
れ
て
籏
欄
間
こ
な
レ
、
桐
も
亦
分
裂
し
て
二
つ

に
な
）
、
其
面
に
適
當
な
位
罎
に
配
置
さ
れ
た
ご
み
ら
れ

る
。
即
ち
こ
の
扉
は
、
こ
の
黙
に
於
い
て
桃
山
系
統
た
る

こ
ご
を
充
券
に
現
は
し
て
み
る
ご
考
へ
て
い
、
の
で
あ

る
っ
こ
の
標
な
例
は
さ
が
し
た
ら
ま
だ
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
以
上
の
ほ
か
に
黄
桀
宗
の
寺
に
あ
る
淺
唐
戸
七
種
を
次

に
圖
示
し
て
一
蓮
り
解
説
を
し
て
お
か
、
う
ご
思
ふ
Q
こ
れ

等
は
何
れ
も
様
式
が
特
殊
で
あ
る
ご
同
時
に
、
手
近
な
ご

・
ろ
（
宇
治
の
萬
幅
毒
や
大
阪
市
の
鐵
眼
一
項
除
い
て
に
）
に
な
い
た
め
に
、
近
畿
又
は

關
東
方
面
の
護
者
諸
君
は
、
行
っ
て
み
る
宣
言
が
少
な
い

ご
思
ふ
か
ら
、
な
る
べ
く
多
く
登
載
す
る
こ
ご
に
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
等
の
八
圖
は
何
九
も
長
崎
市
所
在
の
崇
編

寺
及
薦
濟
寺
諸
堂
の
扉
で
あ
る
℃

　
第
「
五
六
圖
は
崇
礪
寺
第
一
士
魂
の
で
あ
る
。
峰
門
ご



は
鯛
門
ε
い
ふ
襟
な
意
昧
で
、
最
初
龍
宮
造
の
三
門
（
鵬

的
U
磯
輸
畔
綱
略
言
湯
に
ぐ
、
）
を
入
っ
て
石
段
を
二
つ
上
つ
だ
ε

こ
ろ
に
あ
る
、
　
…
間
一
戸
の
鯨
糧
機
式
の
三
つ
た
門
で
あ

る
。
こ
れ
は
圖
の
通
り
淺
唐
戸
で
あ
る
が
、
横
縫
を
以
℃

扉
面
を
六
等
分
し
、
中
央
か
ら
下
に
丈
け
中
竪
淺
を
入
れ
、

上
の
方
は
申
央
の
間
に
菊
花
、
四
隅
に
編
蟷
を
つ
け
て
あ

る
。
磁
器
は
何
の
た
め
に
つ
け
て
あ
る
の
か
、
き
い
て
み

た
が
よ
く
判
鵬
し
な
か
っ
た
。
編
蠕
は
丁
度
爾
眼
に
亘
る

こ
こ
ろ
を
鐵
鋲
を
以
て
打
ち
つ
け
て
あ
る
の
は
、
中
々
う

ま
い
や
り
方
こ
い
へ
る
。
扉
は
淺
も
権
も
入
子
板
も
丹
塗

で
、
こ
れ
等
の
動
植
物
ば
か
り
彩
色
が
施
し
て
あ
っ
た
ご

思
は
れ
る
が
、
今
は
尉
落
し
て
み
る
。
菊
は
組
物
の
間
に
、

編
幅
は
妻
の
懸
魚
に
夫
れ
夫
れ
用
ひ
ら
れ
て
る
る
こ
こ

ろ
を
み
る
ε
、
何
か
工
程
理
歯
が
あ
る
ら
し
く
思
へ
る
。

さ
す
が
に
「
唐
寺
」
丈
け
あ
っ
て
、
大
分
目
先
が
鍵
っ
て
み

る
。

第
一
五
七
圖
は
片
折
片
開
の
例
。
同
寺
大
雄
寳
殿
の
正

　
　
第
十
二
谷
　
　
研
劣
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

面
岩
脇
の
問
の
扉
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
央
に
縦
に
三
所
蝶

番
が
打
っ
て
あ
る
の
で
鋼
る
蓮
り
、
先
づ
中
央
か
ら
外
に

二
つ
に
折
れ
る
、
だ
か
ら
開
く
ご
き
は
こ
、
に
見
え
て
み

る
面
は
合
さ
り
、
さ
う
し
て
向
て
右
端
に
あ
る
蝶
番
で
内

方
に
開
く
機
に
な
っ
て
み
る
。
元
來
か
、
る
場
舎
は
、
爾

開
に
す
べ
き
で
あ
る
の
を
、
無
理
に
か
う
し
て
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
サ
ガ

手
先
は
重
い
た
め
に
下
っ
て
み
て
、
r
開
閉
に
手
間
が
か
、

る
。
こ
れ
は
全
く
内
部
を
廣
く
用
ふ
る
た
め
に
考
へ
つ
い

た
の
で
あ
ら
う
。
扉
の
上
の
方
に
は
荒
い
目
の
連
子
が
あ

る
が
（
講
磁
醜
怪
諺
9
貼
）
、
・
の
蓮
子
の
断
面
の

形
が
特
殊
で
（
」
形
を
し
て
み
る
。
序
な
が
ら
死
の
宗
旨

の
寺
に
用
ひ
て
あ
る
連
子
其
他
の
格
子
は
、
殆
ん
ざ
絡
て

こ
の
形
で
あ
る
。

　
第
一
五
入
圖
は
幅
濟
寺
大
雄
寳
殿
脇
の
間
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
普
通
の
淺
唐
戸
ご
…
照
り
は
な
い
が
、
た
い
最
上
の

間
に
透
刻
、
次
は
少
し
太
い
目
の
筏
欄
間
の
様
な
格
子
、

其
次
ご
最
下
こ
の
狭
い
間
に
は
、
一
種
干
瓢
問
の
墾
形
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
九
　
　
（
四
入
七
）



　
　
　
第
肇
二
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
a
本
古
建
築
研
究
の
栞

だ
標
な
形
を
刻
し
て
あ
る
。
扉
は
赤
い
の
に
、
こ
の
形
の

輪
廓
は
金
で
内
部
は
緑
青
が
塗
っ
て
あ
る
か
ら
、
可
な
う

色
彩
は
賑
か
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
こ
こ
ご
な
し
に
ゴ
ツ

ゴ
ツ
し
て
み
て
、
洗
練
の
度
が
足
ら
ぬ
扉
で
あ
る
。

笙
五
九
圖
は
同
じ
二
醤
寺
青
蓮
裳
響
瞠
）
の
中
の

間
に
吊
っ
て
あ
る
爾
折
七
重
淺
唐
戸
で
あ
る
。
上
の
方
の

虚
聞
に
入
れ
て
あ
る
入
本
の
連
子
ま
た
前
圖
の
ご
同
じ
断

面
を
も
つ
て
み
る
。
最
下
の
問
の
格
王
系
型
は
、
こ
れ
ま

た
金
輪
廓
の
内
線
青
で
あ
る
。
さ
う
し
て
見
た
こ
こ
ろ
前

ご
同
じ
襟
な
威
が
あ
る
が
．
知
悉
の
権
に
丈
け
鐵
製
飾
金

具
が
打
っ
て
あ
っ
て
、
中
竪
桟
及
横
桟
に
一
つ
も
な
い
こ

こ
ろ
は
、
他
の
同
宗
の
諸
堂
の
扉
こ
も
、
前
に
例
に
あ
げ

た
葦
船
唐
戸
こ
も
、
何
れ
ご
も
趣
を
異
に
し
て
み
る
。
、

　
第
一
六
〇
周
以
下
の
三
枚
は
花
狭
間
入
の
例
で
あ
る
。

先
づ
第
一
六
〇
圏
か
ら
か
く
が
、
第
一
五
冷
感
が
脇
の
問

な
る
に
戯
し
、
こ
れ
は
中
の
問
の
で
あ
る
○
脚
ち
箴
欄
間

式
、
の
格
子
で
な
く
花
狡
開
が
入
れ
て
あ
る
が
、
除
り
込
み

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
〇
　
　
（
四
入
入
）

入
っ
て
み
る
か
ら
少
し
く
う
る
さ
い
機
な
氣
が
し
な
く
も

　
　
　
　
　
　
　
む

な
い
。
花
狭
閣
の
4
5
に
組
ん
で
あ
る
骨
は
、
組
み
方
が
可

な
り
ぞ
ん
ざ
い
で
、
き
ち
ん
ご
舎
飲
き
に
な
っ
て
み
る
ご

こ
ろ
も
あ
る
か
ε
思
ふ
ご
、
殆
ん
ざ
組
め
て
み
な
い
所
も

あ
る
。
扉
は
例
に
よ
り
赤
く
骨
は
黒
く
花
は
緑
に
塗
っ
て

あ
る
。
入
子
板
の
面
に
ほ
り
し
づ
め
て
あ
る
絡
狡
間
の
愛

書
ば
、
・
色
彩
第
｝
五
八
圖
の
場
合
ビ
同
様
で
あ
る
。

　
第
｝
五
入
・
一
五
九
・
一
六
〇
圖
に
掲
げ
た
三
種
の
扉

は
、
入
子
板
は
三
面
で
な
く
、
四
方
が
中
央
よ
り
際
立
っ

て
薄
く
な
っ
て
み
る
。
即
ち
中
の
大
部
分
が
不
た
く
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

四
周
が
急
に
薄
い
か
ら
自
然
四
隅
に
約
4
5
に
線
が
つ
い
て

く
る
、
こ
れ
が
此
の
種
の
扉
の
一
特
徴
ε
い
へ
る
。

　
第
一
六
一
圖
は
殆
ん
ざ
前
夕
に
似
て
み
る
、
た
“
表
面

に
穫
淺
が
未
（
手
差
に
ば
三
本
）
で
中
島
が
な
い
の
こ
、
嚢
聞

が
こ
ま
か
い
丈
け
・
の
差
で
、
総
て
材
料
が
細
い
か
ら
、
前

岡
ご
は
見
蓮
へ
る
程
き
ゃ
し
ゃ
で
、
從
て
こ
の
方
が
遙
に

よ
く
見
え
る
σ
こ
れ
は
花
が
串
亦
く
」
塗
っ
て
あ
る
た
め
、
前



の
ぼ
ご
良
く
見
え
澱
が
｝
色
彩
は
窯
初
か
ら
か
う
で
あ
っ

π
か
ざ
う
か
知
ら
ぬ
◎

　
護
法
堂
（
艦
蠣
）
は
出
入
口
が
三
所
あ
る
が
、
，
何
れ
も
異

な
っ
た
扉
が
受
込
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
端
の
で
、
次
に

掲
げ
る
の
は
中
央
の
も
の
、
も
う
一
つ
右
端
の
は
第
一
五

七
圖
の
機
な
連
子
入
の
で
あ
る
。
編
濟
寺
も
こ
、
も
、
中
々

扉
に
つ
い
て
計
貸
店
が
画
塾
を
も
つ
て
み
る
と
見
・
え
て
、

｝
つ
の
建
物
に
い
ろ
く
鍵
つ
た
扉
を
用
ひ
て
み
る
。
他

の
宗
旨
で
は
、
大
概
一
つ
建
物
に
は
一
種
類
の
扉
で
、
例

～
ば
鶴
林
寺
本
裳
欝
加
）
の
如
き
は
昼
間
七
面
帥
ち
総
数

再
入
の
う
ち
、
｝
二
間
泡
は
出
入
ロ
で
何
れ
も
同
じ
種
類

の
扉
が
吊
っ
て
あ
る
の
に
、
こ
れ
竺
四
（
磁
璽
襲
爵

憂
患
凪
5
聞
の
う
ち
出
入
口
は
僅
に
三
主
で
、
其
三
間
に

三
種
類
の
扉
が
冊
ひ
て
あ
る
の
は
面
白
い
謝
照
で
あ
る
。

、
第
．
一
六
二
圖
は
中
央
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
花
狭
間
の
部

四
隅
の
一
問
づ
、
ご
、
中
央
の
蓮
績
し
た
臨
画
丈
け
が
七

寳
型
に
な
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
何
で
も
な
い
こ
ご
で
あ
る

第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栗
　
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

死
其
部
介
を
膨
ま
ぜ
る
た
め
に
は
中
々
手
間
が
か
Σ
◇

て
る
る
し
、
結
果
も
大
分
目
先
が
…
愛
っ
て
み
て
面
白
い
が
、

肝
心
の
こ
こ
ろ
の
背
景
に
隣
り
の
扉
の
花
齢
間
の
こ
こ
ろ

が
重
な
っ
た
の
で
、
少
し
く
明
瞭
を
倣
い
て
る
る
が
、
こ

の
七
寳
繋
ぎ
の
こ
こ
ろ
は
次
圖
を
み
れ
ば
充
分
に
知
る
こ

ご
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
宇
治
の
黄
樂
夢
裏
旛
寺
の
堂
、
例
へ
ば
佛
殿
に
は
、
爾

開
や
爾
折
爾
開
の
一
心
が
あ
る
。
何
れ
も
榜
唐
戸
で
、
雫
分

か
ら
上
は
細
い
狡
い
格
子
一
箴
欄
間
の
様
な
、
少
し
ち

が
ふ
が
先
づ
ざ
つ
ご
第
一
五
八
圖
の
様
な
の
一
に
な
っ

て
み
て
、
内
部
か
ら
紙
が
貼
っ
て
あ
る
。
だ
か
ら
桟
が
外

か
ら
見
え
て
ゐ
を
こ
ろ
は
（
敢
て
黄
口
の
建
物
に
限
つ
み
る
次
第
で
に
な
い
が
）
正
に

支
那
式
で
あ
る
◎
此
の
堂
に
吊
ひ
て
あ
る
花
蕊
窓
や
圓
窓

の
後
ろ
に
た
て
、
あ
る
明
障
子
及
び
其
他
の
も
、
何
れ
も

こ
の
標
に
内
部
か
ら
紙
を
貼
っ
て
あ
る
。

　
爾
附
の
扉
ば
、
中
央
の
間
は
巾
の
糾
い
の
を
恥
ひ
て
あ

る
か
ら
二
枚
で
あ
る
が
、
其
次
の
間
に
は
罰
合
に
狡
い
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
雛
　
　
一
刀
一
　
（
四
入
九
）



　
　
　
第
悟
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

を
用
ひ
な
が
ら
、
雨
折
に
し
て
な
い
か
ら
、
中
の
二
枚
は

左
右
に
開
く
が
、
其
底
方
の
二
枚
は
、
夫
れ
細
れ
左
ご
右

ご
に
別
々
に
開
く
機
に
し
て
あ
る
こ
ご
、
恰
も
東
大
寺
大

佛
殿
の
様
で
あ
る
。

　
例
に
よ
り
當
代
の
桟
唐
戸
を
短
か
く
か
い
て
み
る
ご
次

の
様
に
な
る
。

　
前
代
に
拳
螺
き
愈
よ
手
の
込
ん
だ
も
の
こ
な
）
、
入
子

板
に
は
幾
何
模
襟
を
刻
み
、
其
上
を
動
物
（
獅
子
龍
・
鳳
風
等
）
・
植

　
物
（
駈
丹
最
多
、
興
他
梅
・
菊
等
）
・
画
具
（
徽
購
蜘
縷
）
・
天
然
物
（
鰍
鶴
嘆
）

　
等
を
以
て
耀
う
、
全
部
漆
箔
ご
し
且
つ
彩
色
を
施
し
た
。

　
桟
や
枢
は
複
雑
な
漸
面
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

　
几
帳
面
を
ε
り
、
漆
塗
こ
し
金
蒔
絡
を
施
し
た
り
し
た
、

　
（
日
光
東
照
宮
本
殿
一
廓
）
。
　
辻
金
物
の
精
巧
な
の
は
壁
面
に
唐
草
文

　
様
を
陰
刻
し
、
其
中
心
に
七
寳
入
の
六
葉
座
を
打
つ
た

の
も
あ
っ
た
（
胴
）
。
ま
た
特
別
の
場
倉
は
、
一
建
造

　
物
に
種
々
意
匠
の
異
な
っ
た
扉
を
用
ひ
た
）
し
だ
（
繰
繍

・
芝
露
）
。
扉
上
部
に
懸
章
花
狭
澗
は
い
ろ
一
の
意

第
三
號
　
　
一
、
四
二
　
　
（
四
九
〇
）

　
匠
を
凝
す
様
に
な
．
り
、
時
に
は
菱
形
の
卍
繋
な
ざ
を
入

れ
π
が
（
口
光
東
三
富
唐
門
）
、
ま
た
同
時
に
何
等
装
飾
を
施
さ
ぬ

　
も
の
、
格
狡
間
を
入
れ
た
も
の
、
或
は
上
宇
を
細
か
い

　
格
子
に
し
、
紙
を
貼
り
叉
は
紙
を
貼
ら
す
，
腰
高
障
子

　
の
楼
に
し
て
戸
締
り
ご
採
光
ご
を
粂
ね
し
め
た
も
の
、

　（

謠
厲
尠
･
他
）
等
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
機
式
ご
し
て
は
前
代

　
の
綴
承
で
、
装
飾
め
程
度
は
極
端
か
ら
極
端
ま
で
あ
っ

　
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
　
サ
　
マ

　
　
　
　
（
、
ノ
）
花
狡
間
戸

　
こ
れ
は
新
欝
で
あ
る
。
四
方
は
権
で
限
ら
れ
た
内
に
全

部
花
茎
間
を
入
れ
π
の
で
、
こ
れ
は
崇
瀟
南
緯
法
堂
の
花

頭
窓
の
後
に
つ
い
て
み
る
爾
開
の
扉
の
例
を
、
私
は
今
こ

、
に
墨
げ
得
る
埋
け
で
あ
る
。
花
盗
聞
の
工
合
は
、
第
一

六
ご
圖
ご
同
じ
機
で
あ
る
が
、
七
寳
が
四
隅
に
な
い
の
ご
、

扉
分
中
央
に
九
の
代
り
に
、
五
の
七
寳
つ
な
ぎ
が
あ
る
丈
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ゆ
　
　
む

の
差
で
あ
る
。
こ
の
扉
は
漸
く
妨
×
舗
位
の
小
さ
い
・
も
の

で
あ
る
か
ら
、
ま
る
で
模
型
の
様
聖
誕
が
す
る
が
、
こ
れ



で
も
ぼ
ん
ご
う
の
扉
で
あ
る
。
こ
ん
な
き
ゃ
し
ゃ
な
の
は
レ

大
き
な
出
入
口
に
吊
込
む
標
な
大
き
な
の
を
つ
く
る
こ
と

は
で
き
ま
い
ご
思
は
れ
る
。

　
第
．
エ
ハ
三
圏
は
こ
の
扉
を
は
っ
し
て
、
花
狭
聞
を
明
瞭

な
ら
し
む
る
た
め
側
面
か
ら
、
日
光
を
あ
て
、
撮
っ
た
爲
眞

で
あ
る
。
花
頭
窓
の
後
ろ
に
潜
し
建
具
が
あ
れ
ば
、
叢
れ

は
殆
ざ
総
て
の
場
合
爾
引
の
明
障
子
で
あ
る
。
こ
の
例
の

如
ぐ
花
狭
間
を
入
れ
π
扉
を
爾
開
に
し
だ
の
は
珍
ら
し
い

こ
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
一
故
に

　
當
代
稀
に
花
狭
間
戸
が
あ
っ
π
。
小
型
で
花
頭
窓
の
裏

に
用
ひ
ら
れ
た
（
灘
饗
。
、

ご
い
ふ
こ
ご
に
蹄
着
・
す
る
。

第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
三
號
　
　
一
四
三
　
　
（
四
九
一
）


